




























































































































か、CEFR 並びに ACTFL-OPI が示す熟達度のガイドラインを参照し、検討することから始
めよう。
3．上級の討論技術とは－CEFR と OPI の指標
3.1 CEFR の視点


























なお、JF スタンダードの示すレベルは CEFR に基づき、A レベル「基礎段階の言語使用
者」、B レベル「自立した言語使用者」、C レベル「熟達した言語使用者」の 3つに分けられ
る。さらに、それぞれ A 1・A 2、B 1・B 2、C 1・C 2まで 6段階ある3。このうち上級は B
1・B 2辺りに該当する。〔表 3〕の元リストでは、さらに B 1.1・1.2、B 2.1・B 2.2と詳細に




















































































































































畑佐（2018）はさらに、CEFR と OPI ガイドラインに共通する問題点として、「日本語の
会話の特徴の一つに、一つの発話を必ずしも一人の話者が完結させるのではなく、会話参加
者が互いに相手の話を完結し合う『共話』があるがそれに関する記述が無い」（p.129）と述

















































































































































































































































































































































３ JF スタンダードの説明にもあるように、A レベルと B レベルの間は、熟達度の幅が大きい。その
― ６０ ―
ため、さらに二段階ずつに分け、A 1.1/A 1.2、B 2.1/B 2.2を加えることがあるが、活動のカテゴリ
によって区別が異なるので、横断的に見るのはやや困難である。
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櫻井直子（2016）「CEFR の理念を基盤としたカリキュラムとは－B 1レベルの教科書作成の実践から




















https : //jfstandard.jp/top/ja/render.do（2018年 7月 30日アクセス）
国際交流基金「JF スタンダード CFER Can-do リスト」（レベルごと、カテゴリーごと）
https : //jfstandard.jp/pdf/CEFR_Cando_Level_list/pdf（2018年 7月 30日アクセス）
日本語上級レベルの討論技術とは
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